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 政府統計共同利用システムの各サブシステムは、統計調査等業務における「企画」、「実査」、「審査・集計」、「公表・提供」
段階で利用
 「政府統計の総合窓口（e-Stat）」は、平成20年から運用を継続中

政府統計共同利用システムの概要

1



■ 各府省が公表する統計データを一つにまとめ、統計データを取得したり、地図上に表示できるなど統計
を利用する上で、たくさんの便利な機能を備えた政府統計のポータルサイト

■ インターネット環境があれば、誰でも利用可能

政府統計の総合窓口（e-Stat）

【統計データを探す】
e-Statの基本機能。目的とする
統計データを探し、表・グラフ
の表示、ダウンロードが可能

【統計データを活用する】
統計データをより便利に使える
よう、グラフ、地図、地域に特
化した機能を提供

【統計データの高度利用等】
統計データをより高度に利用す
るため、統計ミクロデータ、開
発者向けの機能・情報を掲載

年間３億回以上の
アクセス

（令和７年度実績）
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e-Statで提供する統計データの種類
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ファイル形式（ Excel,CSV,PDF等）
748調査 約170万ファイル

データベース形式
294調査 約23万DB

社会人口統計体系
・都道府県データ
(基礎データ4,583項目,指標データ773項目)
・市区町村データ
（基礎データ821項目、指標データ67項目）

約６,000種類のデータ
17分野 76種類のグラフ

・政府が作成する統計調査の結果は原則公表（統計法）
・各府省の結果はe-Statで公表し、各府省のホームページ等にはそのリンクを掲載
（統計調査等業務の業務・システム最適化計画）

※令和８年８月末時点



e-Statで提供する統計の種類別統計調査数
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※令和8年8月末時点

計 基幹統計 一般統計 業務統計 加工統計 その他
内閣官房 3 0 0 2 0 1
人事院 8 0 4 4 0 0
内閣府 63 1 47 9 1 5
総務省 75 17 17 28 4 9
法務省 16 0 4 12 0 0
外務省 5 0 1 4 0 0
財務省 43 2 8 32 0 1
文部科学省 29 4 19 6 0 0
厚生労働省 173 9 97 49 2 16
農林水産省 99 7 45 19 11 17
経済産業省 95 15 46 9 19 6
国土交通省 100 9 67 12 12 0
環境省 25 0 19 6 0 0
防衛省 14 0 1 13 0 0
合計 748 64 375 205 49 55
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統計データを探す
探し方のバリエーション

• 探す方法は、次のとおり大きく分けて２種類
• 特定の分野などを「絞り込んで」探す方法
• キーワード検索をする方法

「すべて」は、絞込み
をしておらず、すべて
の統計データが一つの
箱に入っている状態
からデータを検索

キーワード検索は、
「すべて」の中から
キーワードでデータ

を検索

「組織」は、
統計を作成
した府省名
からデータ
を検索

「その他の絞込」は、「分野」や
「組織」以外の内容で絞込みが可能

「分野」は、あらかじめ絞込んだ
17分野から統計を選択

各分野の主要な統計があらかじめ記載
それ以外の統計はアイコンのなかに格納
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収録データの種別（収録形式）の違い

収録形式を選択

データベース形式で表示 ファイル形式で表示

統計データの収録形式は、データベース形式と、ファイル形式の２種類。

統計データの収録形式（収録データの種別）

サイト上でデータ・グラフの表示、
レイアウト変更のほかAPIの利用が可能

一般に知られるEXCELやCSVの統計表
をダウンロード



統計データの収録形式（統計情報データベース）
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結果表形式の例

グラフ形式の例

データ種別の｢データベース｣
「データベース」は、項目の選択や行列の入れ替え等が自由に行えるほか、
簡易なグラフの作成も可能な形式で提供。



統計データの収録形式（ファイル）
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データ種別の｢ファイル｣
統計データを、あらかじめ各機関が作成した「PDF」、「EXCEL」、「EXCEL閲覧用」、
「CSV」などのファイル形式でダウンロードすることが可能。

（機械判読可能データ）

（可視化データ）



統計データを活用する

地域

ポイント：統計データを可視化し、活用しやすくするツールを提供

グラフ
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地図

時系列表



「統計ダッシュボード」の概要
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統計ダッシュボードでは、簡単な操作で主要な統計データ等を中心に、
様々なグラフを作成することが可能

全76グラフを表示全てのグラフ

3グラフを表示地域の見える化

分野毎にグラフを表示分野別グラフ

初期表示：12グラフ主要なグラフ



「統計ダッシュボード」（参考：人口ピラミッド）
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地域を選択
1

総人口や
年齢構成
を表示

アニメーション

3

時点を指定2

「人口ピラミッド」では、知りたい地域（都道府県や市町村）の人口
ピラミッドを時系列のアニメーションで表示可能



「統計ダッシュボード」（参考：世界と日本のすがた）
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アニメーション

データの種類
「人口」

「完全失業率」
「国内総生産」
の3種類

「世界と日本のすがた」では、日本と世界（G20）のデータを円で
表示することで、地域の特徴を視覚的に把握することが可能



「統計ダッシュボード」（参考：レーダーチャート）
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※単位が異なるデータを比較できるように、レーダーチャートには偏差値（平均値が50, 標準偏差が10となるように変換した値）を表示しています。

都道府県や市町村のデータをレーダーチャートやランキングに
表示することで、地域の姿を客観的に把握することが可能



「地域」の概要
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主要な統計データが地域（都道府県、市区町村）別に整理されている
各項目でのランキング表示や項目の値が類似した地域の比較が可能

収録されているデータは
都道府県データ（基礎データ4,583項目、指標データ773項目）
市区町村データ（基礎データ 834項目、指標データ  67項目）

⇒地域に関わる主要データを「１つのデータベース」にまとめたことにより、
統計調査、統計表が異なっても、横断的にデータを参照できる。

類似地域の比較

ランキング

令和8年7月末時点



都道府県・市区町村のすがた
（社会・人口統計体系)
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  社会・人口統計体系をデータベース化

• 東京都千代田区と同規模の昼間人口の地域から、
小学校～高等学校の数を比較した例

「地域」の概要

冊子の内容を
e-Statで表示

① 地域の指定
データを表示させたい地域を選択。
選択方法は次の２種類

 ユーザーが任意の地域を選択
 指定した地域・条件に類似する
地域から選択

Ｙ県
Ｃ市

Z県
D市

比較元 全ての市区町村

～類似地域選択のイメージ～

「社会・人口統
計体系」から
収録している
データを選択

② データの指定
人口、自然、経済、行政、教育、
労働、居住、社会保障等から、
統計又は指標データを指定する

③ 表・グラフの表示
指定した地域のデータを表示する

• データベース形式のデータのため、
表形式の変更、グラフ化が容易

• ランキング表示の切替えが可能

統計データの
表示、グラフ
化、ランキン
グを表示

条件に指
定した項
目が類似
する指標
（数値）
の市区町
村を抽出

Ｘ県
Ｅ市

Ｗ県
Ｆ市Ａ県

Ｂ市
検
索検索条件

人口：7万人

・「社会・人口統計体系」とは、総務省統計局が、各府省が作成する主要な統計データを
地域（都道府県、市区町村）別に整理したもの。

・「地域」機能では「社会・人口統計体系」に収録されている地域別統計データを用い
   て、統計表やグラフ表示、ランキング表示、結果のダウンロード等が可能。



「地域」の概要
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都道府県か市区町村か
データを選択可能

統計表表示
類似地域を検索

1
項目ごとの

ランキングを表示

2

  都道府県・市区町村のすがたのトップページ



GISと統計データ
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■Before
「統計表」は数字が並べられている
状態
数字だけでは地理的分布がわかりづ
らい…

■After
統計データを地図に重ね合わせた状態
分かりやすくデータを視覚化でき、
土地勘のない方への説明も容易に！

  地図上に統計データを表すメリット



「地図で見る統計(jSTAT MAP)」の概要
「地図で見る統計（ jSTAT MAP）」の概要

• 「政府統計の総合窓口（e-Stat）」の一機能として、インターネット上において、
誰でも無料で利用できる形で提供

• あらかじめ、国勢調査をはじめとした主要な統計データについては登録がなされており、
 国が提供するデータと利用者が所有しているデータと組み合わせた分析等も可能
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jSTAT MAP
GISの種類 Web GIS

利用形態・環境 既存のWebブラウザで利用
インターネット環境必須

統計データの利用 システムのデータを選択して利用（境界
データは自動選択）

その他の特徴 利用者所有データの登録が可能
集計、分析の機能あり

デメリット 登録データの容量に制限がある



「地図で見る統計(jSTAT MAP)」の主な４つの機能
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建物から範囲と距離を設定したところ

②エリア作成 ～面データを登録する機能～

地図上に建物を登録したところ

①プロット作成 ～地図にピンを刺す機能～

• 画面クリックで直接登録
• 住所又は経度緯度一覧があれば、
一括登録も可能

• 場所の登録だけでなく、
付随する情報も登録可能
（例：A小学校＝生徒数300人等）

• 地図に直接エリアを登録
• プロットから円・到達圏を登録可能
• 河川・道路・経路からの範囲を登録可能

※目的に沿った範囲を設定する
（例：小学校の通学を分析する場合、
小学生が徒歩で歩ける範囲を設定）

• 色塗り地図、メッシュ、円グラフ、
棒グラフ等で表示

• ユーザーデータも表示可能

※統計データによって、都道府県単位
まで集計しているもの、より詳細な
地域まで集計しているものがある

統計データとユーザーデータを組み合わせたところ

③統計グラフ作成 ～データの地図化機能～

リッチレポートを出力したところ

④レポート作成 ～統計地図を出力する機能～

（ユーザデータの利用、リッチレポートの出力などはログインが必要な機能となります。）

• ①~③で作成した地図のアウトプット
   (シンプルレポート)
• 地域分析可能な統計データを自動で出力

(リッチレポート)

※リッチレポートを使えば、指定した
地域の主要な統計データを簡単に
取得可能



「地図で見る統計(jSTAT MAP)」による政府統計の使用例

20

界面地図とグラフを重ねて表示

人口総数(2020年国勢調査)
年齢別人口構成比(2020年国勢調査)

• 統計データやユーザーが保有するデータを、界面地図、グラフ等で重ねて表示

ユーザID



「地図で見る統計(jSTAT MAP)」による政府統計の使用例
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  ２つの統計データを比較して表示
• ２つの別の統計データを同一画面で表示し、両者を比較することが可能
• 下図では、首都圏の人口総数と従業者数の500ｍメッシュを表示して比較

・左画面：人口（総数）(令和2年国勢調査)
・右画面：従業者数ｰA～S全産業(令和3年経済センサス)



「地図で見る統計(jSTAT MAP)」による政府統計の使用例
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  ２つの統計データを比較して表示
• ２つの別の統計データを同一画面で表示し、両者を比較することが可能
• 下図では、新宿区近辺の平成17(2005)年と令和２(2020)年の国勢調査小地域の総数65歳以上
の人口を比較
・左画面：総数65歳以上人口(平成17年国勢調査)
・右画面：総数65歳以上人口(令和2年国勢調査)



統計データの高度利用 ～API機能の紹介～
 e-StatのAPI

• e-StatにAPI機能を付加することで、e-Statに統計情報データベースとして登録されて
いる統計データを用いて次のようなことが可能に。
① 利用者の情報システムにe-Statのデータを自動的に反映
② インターネットやユーザーが保有するデータと連動させた高度な統計データ分析

23

e-StatのAPIの仕組み

人手を介さずに、
自動的にデータを
取得

ユーザーが保有する
データと組合せた
高度な分析
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